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	（館外）　井野瀬、岡田、木川、窪田、後藤、高倉、富沢、中谷、水沢の各委員
	１．会議の運営について
	（１）館長挨拶
	（２）前回議事要旨（案）の確認について
	２．協議事項
	（２）外国人研究員人事について
	平井委員から、資料３に基づき、外国人研究員候補者１名の受入について推薦理由等の説明があり、審議の結果、受入が承認された。
	（３）令和４年度共同研究について
	平井委員から、資料４に基づき、令和４年度共同研究申請新規採択課題一覧について説明があり、審議の結果、一般・館内２件及び一般・公募２件の採択について承認された。
	岸上議長から、資料５に基づき、共同研究代表者の特別客員教員受入れについて説明があり、審議の結果、２名の受入れについて承認された。
	３．報告事項
	（１）人事委員会について
	（２）共同利用委員会について
	平井委員から、資料７に基づき、令和４年６月２３日にウェブにて開催された共同利用委員会について、報告があった。
	（３）国立民族学博物館の動きについて
	平井委員から、資料８に基づき、令和３年度自己点検報告書について、報告があった。
	このことについて、館外委員から寄せられた主な意見等は次のとおりであった。

